

















































（中学校教諭 7名，指導主事 l名，学芸員 3名）で，フ
ァシリテータを中心に活動した。メンバーは遠隔地の課
題を含んだ鑑賞指導という共通の課題を持ち合わせてい
た。実物作品を前に鑑賞授業をおこなうことが，図版や
画像を用いた授業とどのような違いがあるのか，そして，
グループワークにおいて生徒たちが自分の意見を発言し
やすいようなコミュニケーションの図りかたの工夫など
を学んでいった。
前半は2人組で互いの似顔絵を描き合い，次に 4人組
でアートカードを用いてゲーム形式で問題を出し合っ
て，コミュニケーションを図りながら自由な発言や見方
を促すような内容で和やかな雰囲気でおこなわれた。後
半は，課題作品《臥龍梅》 （丸木位里）を全員で鑑賞し
た。大きい屏風型の作品は見る位置や細かい部分で印象
が変わることや，単純な墨絵のようで実はかなり手の込
んだイメージがつくられていることなどを感じながら，
作品から如何に多くの情報を紡ぎ出し，その情報から自
分なりの解釈をつくり，価値を見出すか，創造的な鑑賞
としての対話を用いたギャラリートークとした。その後，
中学生を想定して鑑賞プログラムを考案した。美術館，
学校という「場」を設定し，プログラムを完成させるこ
とが目的ではなく，連携をどのように取り入れ，効果的
なプログラムを考えればよいか，課題を共有しながらそ
の必要性を実感するワークショップと捉えての活動だっ
た。
この活動を通して，大切なのは，ウォーミングアップ
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